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なんとこのパズル、
学生事務局による
完全手作り！
終了間際までワイ
ワイ解いていまし
たよ〜！
(学生事務局)

共済についてほ
とんど知らな
かったので、知
ることができて
よかったです！
(京都橘・1年)

02 アイスブレイク

読書の秋、芸術の秋･･･クロスワードパズル！

関西北陸ブロックでのセミナーは、北陸・京滋奈良・大
兵和全てのエリアから参加者が集います。開会前はお互い
緊張していましたが、ここで発揮するのがアイブレの力！
今回はタヌローの特技でもあるクロスワードパズルに挑

戦！読書の秋、ということで文学作品にまつわる問題が多
く入ったクロスワードパズルを、グループの仲間と協力し
て完成させていました。

03
企画1
たすけあいの想いを知り、
つながりの和を知る時間

そもそも共済って？
みんなの共済2023の最初の企画は、大学生協の共済のお

こりやそこに込められた想い、制度について学ぶ時間でし
た。
実行委員の工夫を凝らした提起や、実際の給付申請書類

の記入体験を通して、大学生協の共済の知識だけでなく当
事者としての実感を得ることができました。

参加者
富県大(5)、富山大(5)、福井大(2)、滋県大(8)、奈良女(8)、
京教大(13)、京工繊(1)、京都橘(8)、立命館(16)、龍谷大(1)、
大教大(1)、大経大(2)、大公大(1)、大阪大(10)、近畿大(13)、
阪南大(1)、関学大(29)、兵県大(2)、院生委員会(1)、学生事務局
(27)、連合会(3)、BK職員(3)、共済連(2)、カゴメ株式会社(1)
計24会員163名

共済の想いや4
本柱、その意義
を理解し、自大
学の活動で大事
にするべき軸を
見つけることが
出来た。
(富山大・2年)

01 開会式

みんなの共済2023って？

本セミナーは、①共済・たすけあいの想いを理解し、自
大学での共済活動の動機付けを行うこと、②学びを通常期
および次年度の新学期活動に活かし、関西北陸ブロック全
体の「共済の輪」を拡げていくことを目的としました。
開会式では、実行委員の紹介、企画局長と実行委員長の

立命館生協 風折専務理事よりご挨拶いただきました。

関西北陸ブロック

みんなの共済2023
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私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

実際に自大学の
共済企画等で体
験できるものを
企画の中で体験
できたのが良
かったです。
(京教大・2年)

これからのGI
活動に生かせる
意見をたくさん
発掘できた。
(関学大・1年)

共済についての
色々なことが知
れたので、良
かった。今日学
んだことを自大
学に持って帰っ
てより良い活動
ができるように
頑張りたい。
(大経大・2年)

スペシャルゲス
トとして、タヌ
ローも来てくれ
ました！
(学生事務局)

04
企画2
よりよい共済活動の基礎を
拡げる時間

共済活動について知ろう

企画2では、4本柱や共済活動について学びました。また、
ブロックから借りることのできる機器（ベジチェック、体
組成計、血圧計、飲酒体験ゴーグル、スキンチェッカー、
握力測定計）の体験会を行いました。
共済の果たしている役割と4本柱、共済活動に取り組む

意味・意義を知るとともに、今後の共済活動に可能性を感
じることができた時間でした。

05
企画3
～今を知り、想いを

カタチにしよう～
組合員に想いを拡げよう
企画3では、4本柱ごとに今後やってみたい取り組みや組

合員の目指す理想の姿について班内で交流しました。
自大学の時間では、自大学の現状を踏まえ、明確な目的

と理想をもった具体的な取り組みについて考えました。今
日の学びを基に、積極的に意見を出し合っていました。
これから共済活動にどんどんチャレンジしていきましょ

う！

06 閉会式

お疲れ様でした！

閉会式では、写真撮影や1日の振り返りを行いました。
グループの仲間との最後の交流も活発に行われていました。
また、最後に関西北陸ブロックの動きについて紹介があ

りました。
これからの共済活動に可能性を感じ、自大学での活動を

具体的にイメージしてもらえていたら嬉しいです。関西北
陸ブロック全体で共済活動を盛り上げていきましょう！

+A みんなの共済2023を盛り
上げてくれたみんな

ご協力ありがとうございました！

本セミナーは、みんなの共済2023実行委員会を設置し、
10人が実行委員として活動してくれました。担当を決め、
企画ごとに打ち合わせを重ね、企画を創り上げました。
また、共済推進委員や全国大学生協共済セミナー参加者

はGLとして、学生事務局はブース運営などを担当し、当日
の学びのサポートをしてくれました。
各大学生協から仲間が集まり対面開催できたことを嬉し

く思います。
セミナーに参加して終わりではなく、本セミナーでの学

びをぜひ各大学生協の組合員に拡げ、ブロック全体の共済
活動が盛り上がっていけば幸いです。

2/2

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 川瀨 里緒 ] 

Kawase.Rio@univ.coop
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